



















｢ネットワーク外部性｣１) が存在する市場には､ 多くの特徴がある｡ その中でもっとも検
討しなくてはならない特徴は､ ｢スイッチングコスト｣ と､ それにともなう ｢ロックイン効
果｣ である｡ ｢スイッチングコスト｣ は ｢消費者が財の購入元を変更する際に変更しないと
きと比べて労力や資源を余分に投入する必要がある場合､ その余分な労力や資源｣２) である｡
とくに情報通信関連産業では､ この問題に必ず直面する｡
また､ それを利用して､ 関係するステークホルダーを囲い込み､ 既存のネットワークに加
入していた消費者が､ 新規のネットワークに参加するときに ｢スイッチングコスト｣ が発生
し､ サンク・コストの壁ができると､ その利用者を既存のネットワークに拘束する方向に作
用することになり､ そのネットワークから移動することが､ 困難になってくる｡ このような
現象を ｢ロックイン効果｣ と呼ぶ｡ この両方の概念は､ 今後 ＆  を基盤とした産業の
流通やマーケティングの世界でとても重要な概念になってくる｡
今後は､ 流通やマーケティング論におけるより多くの ｢ネットワーク外部性｣ における
｢スイッチングコスト｣ と ｢ロックイン効果｣ の概念研究と実証研究等が望まれる｡

























































































わゆる ｢囲い込み｣ が進む｡ その市場の ｢囲い





















































切り替えることを意味し､ 取引の維持 (        ) あるいは反復購買の反対概念｣ として使
用されている｡６)
そして､ ｢スイッチングコスト｣ とは､ ｢消費
者が財の購入元を変更する際に変更しないとき
と比べて労力や資源を余分に投入する必要があ























































































































































































































































































ソフト ｢ワード｣ を使用していた人は､ ｢ワー
ド｣ を使用するたび､ ｢ワード｣ を使用するス
キルアップや､ さらに新しいバージョンが出た
ら継続的に使用する可能性が高いのである｡19)

























産業材 (耐久財) の購入 機器の入れ替え､ 老朽化に伴い価値が低下














トワーク経済』 の法則｣   コミュニケーションズ､ 1999年､ 209ページ｡) を筆者が一部修正｡
イン効果｣ は情報経済においては日常的に起こ






































































グコスト｣ や ｢ロックイン効果｣ を検討しなく
てはならなくなっているのである｡
学問的アプローチとして ｢ネットワーク外部














て ｢ネットワーク効果｣ がある｡ ｢ネットワー














大学紀要､ 第11巻､ 第１号､ 2009年｡
４) 樺島榮一郎 ｢ 革命下における市場と組
織の情報文化 取引費用と組織化費用 ｣
情報文化学会論文誌､    ７､    １､ 2000
年､ 67～68ページ｡
５)                                                                            1975､    ウィリアムソン著；









８) 朴修賢､ 前掲論文､ 88ページ｡
９) 立原茂・野口正人 ｢ネットワーク効果と日
本の電気通信政策｣ 『東海大学政治経済学部
紀要』 第36号､ 2004年､ 200ページ｡
10) 田中辰雄他､ 前掲論文､ 17ページ｡













13) 田中辰雄他前掲論文､ 2005年､ 17ページ｡
14)                                                                                                                              31       2 2003   111‒112.
15) スイッチングコストの分類については数多
くの研究がおこなわれている｡ 初期の研究に
ついてのレビューは                     (2003)   4‒6 を参照されたい｡ また､ 最
近の研究としては､       (1992)､          (2000)､ 中村彰宏､ 前掲論文 (2008)､ な





16) 朴修賢､ 前掲論文､ 89～92ページ｡
17) ロックイン (      ) 効果についてはじ
めて学問的体系を試みたのは     (1988)




展が望まれる｡ 例えば､ 山本 (2006) の 
ベンダーの戦略におけるロックイン効果の実
























・王 凌・古川 顕 ｢リレーションシップ・レ
ンディング､ ロックイン効果と銀行のリファ




情報文化学会論文誌､    ７､    １､ 2000
年｡
・新宅純二郎､ 田中辰雄､ 柳川範之編著､ ｢ゲー
ム産業の経済分析 コンテンツ産業発展の
構造と戦略 ｣ 東洋経済新報社､ 2003年｡
・朴修賢 ｢スイッチング障壁が顧客ロイヤルティ
と顧客満足に与える影響｣ 大阪成蹊大学現代


































浅沼萬里､ 岩崎晃訳 ｢市場と企業組織｣ 日本
評論社､ 1980年｡)
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